
児童相談所建物

心理士

児童相談所の中で、若く意欲のある多くの心理職とともに、こどもの健やかな育ちを
守るために汗をかく毎日です。
児童相談所の業務は、こどもの安心な暮らしや命を守る現場で、緊張感もあります。
日々、自分の心理臨床経験を含めての経験を糧に、職員が困りを抱えこんだり、一人
で心を痛めることがないよう、技術的な助言だけでなく、職員一人一人の表情に目を
見張りながら、風通しのよい職場が保たれるように努めています。
心理職は、苦しみを抱える人に寄り添う仕事です。職員自身も傷を負ったり、ストレス
を強く受けることが、避けられないものです。そしてとても難しい、でも価値がある仕
事だと感じています。そんな現場で、職員の成長を感じることは、支援しているこども
の成長と同じように、大きな喜びです。

児童相談所 管理職（心理士）

こどもを守り、支える現場で
「心理職を育て、引っ張る役割」は、やりがいもあります。

先輩メッセージ

千葉市の

経験を活かし、 心理職の即戦力・牽引役 として活躍してみませんか。

千葉市では、児童相談所などで心理支援臨床の経験がある方を対象として

心理士（民間企業等職務経験者） の区分での採用試験を実施します。

こどもの健やかな成長
を願い、相談される方や
こどもとともに考え、
解決を図るための
専門的業務を実施

満１８歳以上の知的障害者の療育
手帳の判定や、知的障害者本人や
家族からの相談などの業務を実施

障害者相談センター

こどもとその家庭、妊産婦等を対象
として、各区の実情の把握、相談対応、
調査、継続的支援等を実施

各区役所こども家庭課

こども発達相談室

心の健康の保持増進、心の健康に
関する知識の普及や相談対応など
の業務を実施

こころの健康センター

児童相談所

（東部・西部）

千葉市では、心理士は主に次の所属に配属されています。
（このうち、心理士が一番多く配属されているのは、児童相談所です。）主な配属先

児童相談所、障害者相談センター等で、心理判定や心理的相談・支援等
の専門的業務に従事していただきます。

職務内容

働く方を募集します！

経験を活かして

こども（未就学児）の発達に不安を
抱える保護者を対象として、相談
支援等を実施 ※R6.11開設予定



※採用予定人員、受験資格等の詳細な試験情報は、
職員募集ホームページでお知らせします！

【お問い合わせ先】千葉市 人事委員会事務局 任用班
電話：043-245-5870
E-Mail：jinji.PE@city.chiba.lg.jp

児童相談所を含め、行政機関での業務には法律などによる決まり事があ
ります。と、同時に、心理士には専門職として持っている知識や技術とい
う道具もあります。決まり事の中で、各職員が持っている道具を最大限活
用してもらえるようにすることと、少しずつ手元の道具を増やしていける
ように、職員の個性を活かしつつサポートすることが、今の自分の役割な
のかなと思います。
そのような中で自分を含め、各職員が成長し、より良い支援につなげられ
ればと思います。

行政機関の中での心理士として

児童相談所 主査（心理士）

主な
受験資格

受験申込受付
開始

７月３１日

受験申込
受付締切

８月１3日

第一次試験
（論文試験）

９月２９日

採用試験スケジュール（第一次試験まで）

昭和39年4月2日から平成元年4月1日までに生まれた人で、次のいずれかに該当する人
1.学校教育法による大学院において心理学の課程を修了後、児童相談所等での心理判
定に関する職務経験（※）が4年以上ある人
2.学校教育法による大学（短期大学を除く。）において心理学を専攻して卒業後、児
童相談所等での職務経験（※）が6年以上ある人

※「児童相談所等での職務経験」とは、児童相談所のほか、障害者福祉センターや発
達支援センター等の福祉施設や児童施設、病院、民間企業等での、心理判定や心理的
相談・支援等の業務に関する職務経験をいいます。

くわしくは、
職員募集ホームページ内
心理士特設ページを
ご覧ください！

こども発達相談室開設準備室 管理職（心理士）

採 用試験について

「峯岸みなみの教えて！
児童相談所のお仕事・やりがい（２０２１年３月２５日）」

ぜひ
ご覧ください！

取材されました！

児童相談所内

経験を生かし、ともに学べる職場です

現在、こども発達相談室開設準備室では、１１月の相談室開設に向けて準備を進め
ています。４月は、乳幼児健診や障害児の福祉サービスなど、発達障害児に関わる
制度や社会環境について、机上だけではなく、市内外の施設への見学等も含めて
学んできました。また、０からの立ち上げのため、手順など様々な多くの事柄を、
心理士を含めた多職種のメンバーで話し合いを重ねて決めています。
準備を進めていくうえで、目的に向け、全メンバーが、それぞれの経験や長所をフ
ル活用し、自由に意見を出せるよう心がけています。
必要な情報や知識を得ること、そして、個々を尊重し、個々の良さを生かすことは、
相談においても職場においても大切にし続けたいです。


